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2013-10-28（月）白金プラチナ通り 

 

 港区白金台から麻布天現寺橋へ通
ずる道の一部が通称「プラチナ通り」と

言われている。東大医科学研究所や

松岡美術館があり、モダンなブティック

やレストラン、洒落た喫茶店などが点在

していてスマートな雰囲気である。いち

ょう並木も美しく、秋深まれば黄金色の

姿を見せてくれるだろう。 

「 天高し 青年紳士 颯爽と 」 とい

った姿も見えて好ましい。そんなスケッ

チ日和でした。 

 

2013-11-25(月) 巣鴨とげぬき地蔵 

 

 この日は肌寒い一日でした。境内のい

ちょうの黄色を期待していたのですが、

緑がかなり残っていて狙い通りにはいか

なかった。今日は縁日ではないので、参

詣人も程々のためスケッチにはむしろこ

の方がよい位だった。適宜、人物を入れ

てとげぬき地蔵境内の雰囲気を感じなが

ら、本堂回廊で欄干越しに筆を走らせ

た。午後、程良いところで画帳を閉じた

次第であります。 

 

 

 

次回予定 

当日 7 時の天気予報で降水確率 50％を超える場

合中止します。 

 

○東大三四郎池 2014-1-27（月） 

 東大赤門前 10 時集合 

○上野動物園水族館 2014-2-17(月) 

 上野動物園入口 10 時集合 

○湯島聖堂 2014-3-24(月) 

 ＪＲ御茶ノ水駅出口（東京駅方面）10 時集合 

 

スケッチ会の実施報告と次回予定   事業部 一柳 幸 

 

シ
リ
ー
ズ 

画
家
伝 

 

大
石 

亨 

 

京
都
支
部
小
品
展
の
報
告 
小
林
志
津
子 

 

 

みたいと狙っていた場所だけ

に、期待に違わぬ情景を見せ

ていた。冬木立ちの間に秋の

名残のように色づいた葉をとど

めて黄葉紅葉がいい調和を見

せていた。冬の空は晴れてい

ても、冬木立と残葉にも、そし

て池の水面にも、日本の風景

ならではのグレー系と、そこは

かとない潤いがある。筆をおい

てから、当然のことながら、ささ

やかな忘年会の一席が有終の

美でありました。 

2013-12-9(月) 有栖川宮公園 

１２月９日、この日２０１３年最後の日帰りスケッ

チである。この公園の池の辺りは前から描いて 

支部展情報 

 
●さきたま支部展 2014-２-３（月）～７(金) 
 さいたま市 氷川の杜文化会館 
●京都支部展 ２０１４-３－２６（水）～３０（日） 

 京都府京都文化博物館 ５階 
●神奈川支部展 2014-4-1(火)～6(日) 
 川崎市 アートガーデン川崎 
●千葉支部展 2014-4-22（火）～27（日） 
 ＪＲ我孫子駅隣接 けやきプラザ 2Ｆギャラリー 

●埼玉西支部展 2014-4-29（火）～4（日） 
 川越市立美術館 市民ギャラリー 1階  
●多摩支部展 2014-5-7（水）～13（火） 
 八王子市 ギャラリー新 1階 
●埼玉東支部展 2014-5-23(金)～27(火) 
 さいたま市 春日部商工センター4Ｆギャラリー 

●東京支部展 2014-5-26(月)～31（土） 
 文京シビックセンター 1階 
 

師
走
に
入
っ
て
す
ぐ
の
三
日(

火)

～
八
日(
日)

の

六
日
間
、
小
品
展
を
西
宮
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
雛
さ
ん

に
て
開
き
ま
し
た
。
開
催
の
主
な
目
的
は
、
前
回

と
同
様
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
で
す
。 

 

私
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
活
動
が
少
し
で
も
災
害

に
合
わ
れ
た
方
々
への
援
助
に
な
れ
ば
と
の
思
い
を

込
め
て
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。
絵
画
作
品
の
大

き
さ
は
統
一
し
て
Ｆ
０
か
ら
Ｓ
Ｍ
ま
で
と
し
ま
し

た
。
サ
イ
ズ
は
小
さ
い
け
れ
ど
作
品
内
容
は
出
品

し
た
人
た
ち
の
個
性
が
光
る
楽
し
い
も
の
ば
か
り

で
し
た
。 

 

陶
器
作
品
も
日
常
使
用
す
る
ぐ
い
呑
み
や
茶

碗
、
又
大
き
な
花
瓶
や
造
形
作
品
と
多
彩
で
、
心

浮
き
立
つ
品
ぞ
ろ
い
で
し
た
。 

 

こ
の
作
品
群
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
雛
さ
ん
の
場
を
借

り
て
販
売
も
し
ま
し
た
。
売
れ
行
き
は
ま
ず
ま
ず

だ
っ
た
け
れ
ど
、
色
々
な
方
に
見
て
い
た
だ
き
満
足

し
て
い
ま
す
。 

 

個
人
的
に
は
小
さ
い
作
品
ほ
ど
描
く
の
が
難

し
く
感
じ
ま
す
。
小
さ
く
描
き
す
ぎ
ず
、
大
き
く

描
く
と
は
み
出
し
て
し
ま
う
。
一
人
五
・六
点
の
数

量
で
す
が
苦
心
し
ま
し
た
。
京
都
支
部
員
と
し
て

色
々
な
大
き
さ
の
作
品
を
発
表
し
ま
す
が
そ
の
都

度
作
品
の
感
想
や
批
評
を
話
し
合
う
中
で
メ
ン
バ

ー
の
心
が
一
つ
に
な
っ
て
い
く
気
が
強
く
し
ま
す
。 

今
回
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
目
的
に
皆
で
寄
り
添

っ
て
達
成
出
来
た
こ
と
を
誇
り
と
感
じ
た
六
日
間

で
し
た
。 

 

と
辺
り
は
眩
し
い
ば
か
り
の
風
景
が
広
が
っ
て
い

た
。 小

諸
城
の
出
城
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
こ
の
高
台

か
ら
は
浅
間
山
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
、
風
景

画
家
な
ら
描
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
絶
好
の
ロ
ケ

地
で
あ
る
。
天
候
に
恵
ま
れ
た
壮
麗
な
風
景
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
私
は
構
図
な
ど
考
え
る
暇
も

な
く
ス
ケ
ッ
チ
を
始
め
た
。 

  

 
 

空
想
と
悲
哀
を
描
い
た
画
家
シ
ャ
ガ
ー
ル 

 

マ
ル
ク
・
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
一
八
八
九
年
、
ロ
シ
ア
の
ヴ

ィ
テ
ブ
ス
ク
に
生
ま
れ
た
。
ヴ
ィ
テ
ブ
ス
ク
は
ロ
シ
ア

と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
境
に
在
る
街
で
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
は

こ
の
街
を
心
か
ら
愛
し
た
。
町
の
人
々
、
動
物
、
土

地
、
空
、
太
陽
ま
で
み
ん
な
彼
の
心
に
刻
み
込
ま
れ

た
。 

 

彼
は
物
静
か
な
、
考
え
深
い
、
絶
え
ず
夢
想
す
る

少
年
に
成
長
し
た
。
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
将

来
絵
描
き
に
な
る
こ
と
が
夢
だ
っ
た
。
地
元
の
「
ペ
ン

ス
画
学
校
」
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
「
美
術
保
護
の
た
め
の

社
会
学
校
」を
経
て
、
一
九
一
〇
年
パ
リ
―
へ出
た
。 

 

パ
リ
―
で
は
ア
ト
リ
エ
・
ラ
・
リ
シ
ュ
の
名
で
知
ら
れ

る
安
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
だ
。
ア
パ
ー
ト
で
は
、
モ
デ
ィ

リ
ア
ニ
、
レ
ジ
ェ
、
ス
ー
チ
ン
、
詩
人
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
な

ど
若
い
芸
術
家
た
ち
が
日
夜
制
作
に
励
ん
で
い
た
。

立
体
派
に
興
味
を
ひ
か
れ
た
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
ア
ポ
リ

ネ
ー
ル
に
ピ
カ
ソ
を
紹
介
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん

だ
。
す
る
と
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
は
、
「
止
め
て
お
け
、
ピ

カ
ソ
に
近
づ
く
と
虜
に
な
る
の
が
オ
チ
だ
」
と
警
告

さ
れ
た
。
以
後
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
立
体
派
と
縁
を
切

り
、
ド
イ
ツ
表
現
派
に
興
味
を
寄
せ
た
。 

 

一
九
一
四
年
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
故
郷
ヴ
ィ
テ
ブ
ス
ク

へ
戻
っ
た
。
折
も
折
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
。
以

後
八
年
間
、
モ
ス
コ
ー
で
戦
争
、
革
命
、
内
乱
を
目

撃
し
な
が
ら
制
作
に
没
頭
し
た
。
但
し
戦
争
や
革

命
を
題
材
と
し
な
か
っ
た
。 

 

戦
争
が
終
わ
っ
て
一
九
二
二
年
、
再
び
パ
リ
ー
へ戻

り
、
制
作
活
動
に
励
み
、
多
く
の
作
品
を
制
作
し

た
。 

 

一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
後
、
ナ
チ
ス
・ヒ
ッ
ト
ラ
ー

の
台
頭
、
一
九
四
〇
年
第
二
次
大
戦
勃
発
、
七
月

に
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
パ
リ
―
侵
入
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
一
家

は
ア
メ
リ
カ
・ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ避
難
し
た
。 

 

戦
争
が
終
わ
っ
て
、
一
九
四
七
年
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
は

パ
リ
―
へ
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
南
仏
ヴ
ア
ン
ス
へ
移
住
、

爾
来
死
去
す
る
ま
で
版
画
の
制
作
に
没
頭
し
た
。 

 

シ
ャ
ガ
ー
ル
は
故
郷
ヴ
ィ
テ
ブ
ス
ク
を
思
い
、
空
想

し
、
人
生
の
悲
哀
を
感
じ
つ
つ
生
涯
、
制
作
活
動
を

続
け
た
。
一
九
八
五
年
死
去
。
享
年
九
六
歳
。 

 
 


